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保育は社会の縮図
安家周⼀

阪神タイガース 原⼝捕⼿にあこがれて
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主体的で能動的な⼈⽣の主⼈公である⼦どもたち
善さと可能性を伸びやかにその⼦らしく最⼤限に伸ばして欲しい

社会で起こるさまざまなこと

 平和、⺠主的社会の希求
 ジェンダー+労働問題
 ⾷の環境と発達障碍
 愛着障碍、引きこもり、8050問題
 ⾃然環境、温暖化、リサイクル
 少⼦化

⾷の問題と⼦どもに起こっている
さまざまな⽣きにくさ
広汎性発達障碍
アトピー性⽪膚炎 環境ホルモン・農薬・除草剤・飲料⽔の疑い
アレルギー



2019/08/03

3

⾝体は⾷べたものによってつくられる

河出書房新社 2014

無償化のこと

 保育･教育の無償化は保護者負担における基本保育料無償化
⇒保育料＋⼊園⾦の全国平均308400円の無償化
⇒保育料は全国でばらばら

 無償化によって「施設への公⾦の投⼊が増えているわけではない」

 もとより、私⽴保育所、幼稚園は公的教育を施す公的機関の位置づけ

Ｃｅｄｅｐへの期待と協働
私たちのパートナーとして

 現場の苦闘・制度の不安定
３元的な⽇本の保育施設による社会化の難しさ

⼦どもがより幸せになるための政策提⾔、⾏政への働きかけ

 研究者との協働とデータの提供=総合的な研究機関としての役割を期待
 ⼦どもがより幸せになるための⾏政への働きかけ
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こどもの権利条約を遵守すること

 0歳から18歳までの権利が⼤切にされる
 実証研究の視点から 保護者の働き⽅・労働時間の短縮

⼦どもが施設で⽣活する望ましい時間

やっぱり最低基準や設置の枠組みである構造の質は⼤切
その上に⽴ってプロセスや学びの物語が形作られる

０歳から６歳までの子どもの権利の代弁者として

主体的で、⺠主的で、
豊かで幸せ感あふれる⼈になってほしい


